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与論島の未来を考える～“探究”中間発表
9月30日に１・２年生が総合的な探究の時間「ゆ

んぬ」の中間発表会を行いました。会の前半は生徒

各自の研究発表によるワークショップ。後半は与論島

の未来と課題について，ワールド・カフェ形式で考える

時間としました。

ワールド・カフェの各グ

ループでは，会話を通して

生まれたアイディアや気

付きが円卓の紙に次々に

書き込まれました。参加し

た生徒や地域サポーターは，「話しやすかった」「もっ

と時間がほしい」などの感想を述べていました。

総合的な探究の時間の最終発表会は，12月中旬

に行う予定です。

“職業人”に仕事の話を聴く～職業講話
10月１４日に職業講話を行いました。地域で活躍

される15人の方々に仕事の内容や，やり甲斐などに

ついて話をしていただきました。

一般に，進路選択を間

近に迫られる高校生にと

って，仕事の話は職業図

鑑などの情報として見聞

きすることはあっても，働く人々の日常や喜怒哀楽に

触れる機会は意外なほど少ないのが現状です。その

ような中，職業講話で語られる職業人の生きた言葉

は，高校生が働くことに対するものの見方や考え方を

形成していく上で豊かな土壌を提供してくれます。

生徒のみなさんは話を聞いて終わりにするのでは

なく，興味を持ったことや疑問に思ったことなどはキャ

リア・パスポートに書き留め，図書室やインターネット

なども活用して探究し続けることが大切です。

与論翔励会から「翔励金」を頂きました
与論翔励会は，与論教育の振興に貢献することを

目的とする有志の会で，本校教育の更なる向上，発

展のために，毎年温かい御支援を頂いています。

10月１８日に田中國重会長から今年度の翔励金

が授与されました。頂いた翔励金は，各種検定等の

受検料補助など，生徒の進路目標の実現や教育活

動の充実のために大切に使わせていただきます。

公開授業で研究成果を発表
10月20日に公開授業を行い，島内外から４０人

余りの学校関係者が参観に訪れました。これは県教

育庁高校教育課「未来を切り拓く！県立高校資質・能

力育成支援事業」によるもので，本校の公民，数学，

保健体育の教諭３人が研究成果を公開しました。

公民と数学は学習評価に焦点を当てた授業，体育

はSTEAM教育の視点から，2画面動作解析アプリ

「Pre-Post（プレポス）」を活用した授業を行いました。

午後の研究協議では，

活発な意見交換が行わ

れ，これからの学習指導

と学習評価の在り方を考

える貴重な研修の機会と

なりました。

ＰＣ端末で授業が変わる④（外国語） デジタル社会を

生きる高校生にとって，今やPC端末は，鉛筆やノートと並

ぶマストアイテムです。文部科学省が推進するGIGAスクー

ル構想を受け，県教育委員会は今年度から1年生全員にPC

端末を1年間貸与しています。本校におけるＰＣ端末を活用

した各教科等の工夫を紹介します。第４回は外国語です。

１年生の英語コミュニケーションⅠの授業。この日は県

教育委員会の「教室から世界へ！かごしまグローバルクラ

スルーム事業」による台湾の高校生とのオンライン交流の1

回目です。

ＰＣ端末の接続チェック

のあと，交流を仲介する事

業者が行う英語によるイン

トロダクション。スタッフ

が言うお題の物を身の回り

から探し，カメラの前で見

せ合うアイスブレーキング

ゲームで教室の空気がほぐれると，いよいよ交流開始です。

交流は4～5人のグループ単位で行います。始めに１人１

分間の自己紹介プレゼンテーションで名前，年齢，家族，

趣味などについて自由に伝え合います。一通り終わると次

は質問タイム。お互いの自己紹介を聞いて，気になったこ

とについて質問し合います。各

グループからは時折笑い声も聞

かれ，１回目の交流は和やかな

雰囲気の中で終わりました。

生徒の１人は，「楽しかった。

台湾の高校生は画面共有の操作

がスムーズで，英語のプレゼン

テーションも上手だった。自分

も次回に向けてもっと頑張りたい」と語ってくれました。
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校長講話から 「会話」が未来をつくる／チームで成果を上げる／心理的安全性（令和４年10月17日 全校朝礼）

先月は１・２年生が「総合的な探究の時間」の中間
発表会を行いました。会の後半は，与論島の未来と
課題をワールド・カフェ形式で考える時間にしました。
ワールド・カフェは，メンバーを替えながら，４～５人

の小グループで話し合いを続けることにより，あたか
も参加者全員が話し合っているような効果が得られ
る会話の手法です。各テーブルではカフェのようなリ
ラックスした雰囲気の中で，会話を通して新たなアイ
ディアや気付きが数多く生まれます。参加した地域サ
ポーターの方々や生徒は，「話しやすかった」「もっと
時間がほしい」といった感想を述べていました。
ところで，ワールド・カフェが誕生したのは，1995

年と言われています。アニータ・ブラウンとデイビッド・
アイザックスの二人が，カリフォルニア州サンフランシ
スコ市郊外にある自宅のリビングルームで，企業幹部
や研究者などを集めた「知的資本のパイオニア」とい
う会議を主催していたときのことです。
会議二日目の朝は激しい雨が降っていました。参

加者が揃うまでの時間，近くを散歩してもらう予定で
したが，それができなくなったため，いくつかの小さな
テーブルを用意して，会議までの時間を少人数に分
かれてコーヒーを飲みながら雑談をして待ってもらう
ことにしました。参加者が揃い始めると，カフェのよう
な雰囲気の中で，各テーブルは昨日の会議のテーマ
を中心に会話が大いに弾みます。テーブルクロス代
わりに敷いた大きな紙に思いついたアイディアを書き
留めたり，落書きする人もいます。
「他のテーブルでどんな会話が行われたのかも知

りたい」と参加者の声が。そこで，時間を区切って，各
テーブルに一人を残してメンバーが入れ替わるアイ
ディアが取り入れられ，会話は続きます。昼食時間に
なったため一度中断し，各テーブルのアイディアを書
き留めた大きな紙を中央に集めて全員で眺めてみる
と，多様な洞察が結び付いた何らかのパターンが浮
かび上がってくる不思議な感覚が得られたそうです。
後年二人は著書で「私たちの遠い昔の先祖は，暖

かい火を囲んだサークルに集っていました。そこでは
会話こそが，大切にするものを見つけ出し，知識を共
有し，将来について想像し，生存と繁栄を目的として
共に行動するための主要な手段」であり，「会話は，
私たちが生きている現実を創造し，維持し，あるいは
変革していくための人間的な方法」と述べています。
ワールド・カフェで会話が弾み，たくさんのアイディ

アが生まれるのは，私たちが本来もっている力に気付
かせてくれるからだと思います。ワールド・カフェを含
む本校の探究活動から，与論島のよりよい未来を創
るアイディアが生まれ，一人一人がチームとして協働
しながら形になっていくことを期待します。
ところで，チームで成果を上げることについて，ピー

ター・スキルマンというデザイナーが行った「マシュマ
ロ・チャレンジ」という興味深い実験を紹介します。
彼は数か月かけて，ある課題を与えてコンテストを

開催しました。課題は，４人でチームをつくり，茹でて
いないスパゲッティ20本，90㎝のセロテープと糸，マ

シュマロ１個を使って，制限時間内にできるだけ高い
構造物をつくることです。唯一のルールは，構造物の
てっぺんにマシュマロを置く（刺す）ことです。
この実験の面白いところは，参加する人たちです。

ビジネススクールの学生のチームもあれば，幼稚園児
のチームもあります。ビジネススクールの学生チーム
は，戦略を話し合い，材料を吟味し，お互いに鋭い質
問を投げかけます。候補を検討し，最もうまくいきそう
な方法を一つに絞り，タワー作りに取りかかります。
一方の幼稚園児チームは，戦略など立てません。

無言で材料をつかんでは何の計画もないまま組み立
てます。口を開いても「こっち！ 違う。こっちだってば」
といった短い会話のみで組み立てに没頭します。
では，より高いタワーを建てたのはどちらのチーム

だったのか。数十回にわたる実験を行った結果，幼稚
園児チームが作ったタワーの高さは平均して66㎝。こ
れに対してビジネススクールの学生チームは，平均し
て25㎝にも満たなかったというのです。
この結果をどう解釈するか。ビジネススクールの学

生チームは統制がとれてうまくいくように思えます。し
かし，個々のメンバーの頭の中は，「リーダーは誰？」
「他のメンバーのアイディアを批判してよいか」「この
場面のルールは何？」といった，自分の立ち位置を考
えることに意識が向いています。そのため，マシュマロ
が意外に重いことやスパゲティが折れやすいことにま
で頭が回らない。その結果，最初の戦略は大抵失敗
し，そこで時間切れになります。
一方の幼稚園児チームの行動は一見でたらめで

すが，全員が対等の立場で，目の前の作業に没頭し
ます。動きに遠慮はなく，問題を見つけるとすぐに手助
けをする。より高くする方法を思いついたら挑戦し，失
敗しながら，よりよい方法を見出す。幼稚園児チーム
の勝因は，個々のメンバーが賢かったからではなく，
賢く協力したことにあります。
このことから，成果を上げるチームは，メンバーが対

等な存在で，失敗を恐れず何度も挑戦できる関係性
にあると言えます。必要なのは，リラックスして自然体
の自分を出せる環境です。それを「心理的安全性」と
言います。グーグルが2012年から行った大規模な研
究でも，高い成果を生むチームの成功因子は，心理
的安全性であることが明らかになっています。
ワールド・カフェで会話が弾み，新しいアイディアが

次々に生まれるのも，各テーブルが心理的安全性が
高い空間になっているからです。ホームルームや所属
する部活動が成果を上げるチームになっていくには，
一人一人がワールド・カフェに臨むときと同様の意識
をもつことが必要だと言えるでしょう。
これからの社会は，少数のリーダーが全体を引っ

張っていく時代ではありません。みなさん一人一人が
これからの社会を創っていくチームのメンバーなのだ
という自覚をもつことが大切です。

【引用・参考文献】アニータ・ブラウン，デイビッド・アイザックス（香
取一昭，川口大輔 訳）『ワールド・カフェ カフェ的会話が未来を創る』
2007年，ヒューマンバリュー／ダニエル・コイル（楠木健 監訳）『THE
CULTURE CODE 最強チームをつくる方法』2018年，かんき出版


